平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：農業費　目：農業研究費
	事業名:農業技術センター県単・国補試験調査費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　農業技術センター　電話番号：058-239-3131
                           　　　　　　 E-mail :c24401@pref.gifu.lg.jp　　　　　　　　 
	事業費　


　要求額：64,281千円（前年度予算額：60,199千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　地域の農業が抱える多様な課題に対して迅速かつ柔軟に対応するため、生産者等の現場のニーズを的確に把握し、行政、普及機関と一体となり、農家に対する新技術や技術支援に関する研究を実施する。
	２　所要経費


（１）新規（27,801千円）

①県単試験調査費　　    27,801千円
②国補試験調査費　　    　   0千円
  ③生産物売り払い手数料　   　0千円
（２）継続（36,480千円）
　①県単試験調査費　      34,739千円
　②国補試験調査費　　 　 　 741千円
  ③生産物売り払い手数料　 1,000千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　　　○　売れる農畜産物をつくる

　　　　・バイオ技術等を活用した花き新品種や種畜の開発、農産物の低コスト化、高品質化、機能性成分向上のための技術開発などを実施し、飛騨牛に続く高付加価値ブランド農産物を育成する。
　　　　・ぎふクリーン農産物の生産拡大と必要な技術開発、ＰＲの充実などを行う。

・環境汚染物質の分析評価や低減化のための技術開発を推進する。
　　　○　農商工連携を強化し、新たな農畜産物加工品の開発を支援する

・農業用の作業装置や農薬資材の開発など、農商工連携による新製品の研究開発を推進する。

	２　これまでの取組状況


　研究課題の設定においては、生産現場からの技術的なニーズを的確に収集し、平成２２年度は、８件を研究課題として反映させるとともに、すでに技術として確立しているものについては普及機関と連携しながら技術支援に努めた。
　また、２月に開催した成果検討会には、生産者をはじめ農業技術者・指導者等約１００名の参加をいただき、新たに得られた研究成果を紹介するとともに、問題点・課題を整理し、早期普及に努めた。
	３　これまでの取組に対する評価


　生産者の目線に立った研究開発、技術指導を行政機関、普及機関と連携しながら実施しており、これまでに「岐阜ハツシモＳＬ」「フランネルフラワー」「トマト独立ポット耕」「暖房ダクト利用防除法」など多くの育成品種や栽培技術が生産現場に普及している。
　また、ここ数年、生産者等からの技術相談件数が非常に多くなっており(平成２１年度年間実績：１，５６９件)、今後とも、生産者に頼りにされる研究所として研究開発と技術支援を実施していく。
　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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